















(a) 八木山キャンパス 9 号館脇喫煙室 
2017 年 7 月 14 日，9 月 27 日，10 月 25 日，11 月
10 日，11 月 17 日, 11 月 24 日, 12 月 7 日,12 月 14
日 
(b) 八木山キャンパス 4 号館喫煙室 
2017 年 7 月 13 日,10 月 4 日,11 月 8 日,11 月 15




(a) 八木山キャンパス 9 号館脇喫煙室 
2018 年 7 月 17 日，7 月 24 日，10 月 3 日，10 月 9
日，11 月 20 日，11 月 26 日，11 月 29 日 
(b) 八木山キャンパス 4 号館喫煙室 
2018 年 7 月 4 日，7 月 31 日，8 月 27 日，9 月 26








3442）を用いて相対濃度（CPM; count per minute）
測定した。吸引口を天井向きに，高さ約 1m の位
置に設置した。測定は喫煙室周辺については 1 サ
イクル 2 分,10 分毎に行った。喫煙室内について






30L/min で喫煙室内空気を 24 時間連続吸引した。













9 号館脇喫煙室について地点 V, 4 号館喫煙室につ
いて地点 C で，気温，相対湿度，気圧，風向，風







































9 号館脇屋外喫煙室周辺の気象条件を表 1 に，地
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9 号館脇屋外喫煙室周辺の気象条件を表 1 に，地


































 図 15 に各測定日の日中の平均相対濃度と夜間
の平均相対濃度の散布図を示す。ただし 4 号館喫





























じん捕集質量は 9 号館脇喫煙室で 1.47〜11.0mg， 


















図 16 粉じんの累積相対濃度と捕集質量の相関 
 喫煙室 2 ヵ所ともに累積相対濃度と捕集質量は
非常に高い相関を示した。相関係数は 9 号館脇喫














された K値は 9 号館脇喫煙室で 9.1×10-4〜1.8× 
10-3 mg/(m3･CPM)，4 号館喫煙室で 8.6×10-4〜
1.4×10-3 mg/(m3･CPM)であった。 7 回測定の変動
係数は 9 号館脇喫煙室で 22.2％,4 号館喫煙室で
16.6％であり，9 号館のほうが測定日による K 値
の変動が大きかった。 














































































図 17 粉じんの累積相対濃度と K値の相関 





























図 18 粉じんの捕集後のフィルターの外観  (a)9号館脇喫煙室 
7月 17日捕集(b) 9号館脇喫煙室 11月 26日捕集 
図 18(a)は粉じん捕集質量が大きかった 9 号館
脇喫煙室 7月 17 日測定，(b)は K値が最も大きか













図 19(a) 捕集粉じんの顕微鏡画像 ×400  









図 19(b) 捕集粉じんの顕微鏡画像 ×400  








図 19(c) 捕集粉じんの顕微鏡画像 ×1000  
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